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平成３０年度 公営企業資金不足比率の審査意見 

 

 

１ 審査の実施日 

令和元年８月１９日 

 

２ 審査の概要 

この経営健全化の審査は、町長から提出された資金不足比率及びその基礎となる事

項を記載した書類が適正に作成されているか、また、資金不足比率算出過程に誤りは

ないかを主眼として実施した。 

 

３ 審査の結果及び意見 

(1) 病院事業会計 

審査に付された資金不足比率については、算定の基礎となる事項を記載した書類

と決算審査等を照合した結果、計数は正確であると認められた。また、算出過程に

おいても適切に処理されているものと認められる。 

 

 平成 30 年度 経営健全化基準 備 考 

資金不足比率 － 20.0%  

 

病院事業会計の経営健全化審査における資金不足額は、流動負債から流動資産を

差し引いて求められるが、流動資産が流動負債を上回っており資金不足額は生じな

い。 

したがって、資金不足比率も発生せず、経営状況は良好な状態にあると認められ

るが、依然として厳しい財政状況にあることから、安定した財政基盤のもと良質な

医療を提供する体制を確立すべく、引き続き経営改革が必要と思われる。 

 

(2) 農業集落排水事業特別会計 

審査に付された資金不足比率については、算定の基礎となる事項を記載した書類

と決算審査等を照合した結果、計数は正確であると認められた。また、算出過程に

おいても適切に処理されているものと認められる。 

 

 平成 30 年度 経営健全化基準 備 考 

資金不足比率 － 20.0%  
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農業集落排水事業特別会計の経営健全化審査における資金不足額は、歳出の額よ

り歳入の額が上回っており資金不足額は生じない。 

したがって、資金不足比率も発生せず、経営状況は良好な状態にあると認められ

ることから、特に是正改善を要する指摘事項はない。 

 

(3) 東陽食肉センター特別会計 

審査に付された資金不足比率については、算定の基礎となる事項を記載した書類

と決算審査等を照合した結果、計数は正確であると認められた。また、算出過程に

おいても適切に処理されているものと認められる。 

 

 平成 30 年度 経営健全化基準 備 考 

資金不足比率 － 20.0%  

 

東陽食肉センター特別会計の経営健全化審査における資金不足額は、歳出の額よ

り歳入の額が上回っており資金不足額は生じない。 

したがって、資金不足比率も発生せず、特に是正改善を要する指摘事項はない。 

 


